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形で， 用途が広がってくるものと予想され

る。 例えば音声認識装置に対しては， ある程

度はっきり， 標準語で文法的にきちんと発

声する， という譲歩であるc

これに多くを期待するのtよ技術者として

怠慢のそしりを免れないが， すでにテレピな

どの普及で方言は徐々に少なくなりつつあ

り， 音声認識装置の普及が標準語化をこれか

ら一層進めることも予想される，特に通訳電

話で、 日本語音声から英語音声に自動的に変

換するためには， その日本語がかなり論理的

に明確であることが必要だろう。 この意味

で， 日本語がそのよい特徴を失わない範囲

て， 論理的により明確な言語に変わる必要が

あるかもしれない。

同時にシステムの側に、 自動的に発声者に

適応する機能を持たせる研究も重要である。

人間には、 相手の声の質の変化や話し方のく

せ， 話題の移り変わりなどにうまく適応する

機能があり， これが会話をスム ー ズに進める

上で重要な役割を果たしていると思われるc
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話し手の感情を察する研究も
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音声認識の別の形態としては， tこれがしゃ

べっているのかの認識（話者認識）， 発声者

の感情の認識なども研究されている。 特に前

者は、 いわゆる声紋鑑定のコンピュ ー タ ー化

で音声を本人か否かの一種のカギとして使

うことを目的として研究されている。 音声を

使って自動的にだれの声かが判定できれば
｀
，

カ ー ドやカギを使うより簡単であり、 両手が

ふさがっていても使うことがでぎ盗まれる

心配がなし、など、 メリットが多い。 情報化社

会の進展とともに今後このようなニ ー ズも高

まってくると思われる。

後者の感情の認識は非常に難しい課題で，

まだほとんど手がつけられていない。 将来通

訳電話の夢が実現ざれるためにはこのような

研究も不可欠であろう。 ◄ 
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